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あかぎボランティア通信 国立赤城青少年交流の家
ボランティア担当

寒暖の差が大きい日が続いておりますが，皆様にはますますご健勝のこととお喜び申し
上げます。
５月１０日に行われました「ボランティアスタートアップセミナー あかぎ」スタッin

フ打ち合わせ，５月２４日（土）～２５日（日）に行われました「ボランティアスタート
アップセミナー あかぎ」では，たくさんのボランティアの方々に参加していただき，in

いっしょに事業をすすめることができました。ありがとうございました。

企画事業「ボランティアスタートアップセミナーｉｎあかぎ」が
実施されました！！

平成２０年５月２４日（土）～２５日（日）の１泊２日の日程で 「ボランティアスタ，
ートアップセミナー あかぎ」が実施されました。本事業は，ボランティア活動に関心in

をもっている社会人・学生・高校生を対象に行われたもので，ボランティアのはじめの一
歩を踏みだすための知識・技能・考え方を講義・体験形式で学びました。関東近県より高
校生を中心に５２名の方が参加しました。今回は，講師の東京福祉大学・大学院社会福祉
学部教授矢端義直先生の「青少年教育施設の現状」や「ボランティア活動ってなに」を題
材にボランティアを考えるといった講義・大学生によるボランティア体験報告・ワークシ
ョップ形式の実習が行われました。また，前橋市消防本部北消防署白川分署の職員による
救急救命講習では 「命の尊さ」を肌で実感したようでした。，
そして，今回は，赤城法人ボランティアスタッフ中心による「心と体をやわらかく」をう
たったアイスブレイクや「やはりお昼はこれだよね」の野外炊事 「交流の家のボランテ，
ィア紹介」の実習・講義が行われました。最後には，ボランティア全員による赤城ボラン
ティアソング「ここであえるから」を合唱し，成功裏に終了することができました。実際
にボランティアを経験している生の声は，参加者の心に深く響いていたようです。ボラン
ティアスタッフには，大変感謝しております。これからも同じように一緒にがんばってい
きましょう。

＜研修内容＞

実習１「心と体をやわらかく！！」～アイスブレイク～
実習２「やはりお昼はこれだよね」～野外体験活動～
講義１「私が変わる社会も変わる」～青少年教育の理解～
講義２「青少年教育施設ってなに？」～青少年教育施設の現状と理解～
講義３「今なぜボランティア？」～ボランティア活動の意義～

～情報交換会～
実習３「もしもの時，あなたならどうする」～救急救命法～
講義４「交流の家のボランティア紹介」



＜＜＜＜参加者参加者参加者参加者のののの感想感想感想感想＞＞＞＞
○講義だけでなく，野外炊事やグループワークショップなどの体験活動があったの
で，大変楽しみながら学んだ。

○法人ボランティアの方々が優しく親切に説明をしてくれてうれしかった。
○本当に楽しかったです。知らない人にでもこんなに早く仲良くなれるんだと思っ
た。来年もぜひ参加したい。

企画事業に参加してみませんか？？

「 」あかぎ交流の森創造プロジェクト
７月１２日（土）～１３日（日）に本所周辺の森林環境をベースに，学校の体験型環境

教育活動のプログラム提供と指導者・支援者養成のセミナーが開催予定です。ツリークラ
イミングや植林活動のノウハウが習得できます。赤城ボランティアの皆さんも指導者にな
ってみませんか。参加希望の方は，担当（石原，棚谷）までご連絡ください。

「ユース・パートナー・キャンプ」
８月３０日（土）～３１日（日）に事前研修会，９月１３日（土）～１５日（月）にメ

インキャンプの「ユース・パートナーキャンプ」を開催予定です。
特別支援教育を必要とする青少年とその保護者を対象とした体験キャンプを一緒にボラ

。 ， （ ） 。ンティアとして参加してみませんか 参加希望の方は 担当 石原 までご連絡ください

担当からの お 願 い・・・
今年度の「ボランティアスタートアップセミナー あかぎ」は終了しました。今年度in

の反省をもとに，来年度の「ボランティアスタートアップセミナー あかぎ」をどのよin

うなかたちにしていくかを，徐々に考えていくつもりです。ぜひ，ボランティアの皆さん
のご意見等をお聞かせください。
よりよいものを目指して，いっしょに考えていきましょう。
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